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家計の足しに働く子どもたち（タイの農村で）
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森は誰が守り、誰が破壊するのか

世界銀行のＩ氏，林野庁長官のＯ氏，ＪＩＣＡ参与のＫ氏などが異口同音に言う。熱帯林伐

採の80％は薪炭材，２０％のみが用材として使われる。うち，現地消費が５分の４，輸出用

にまわされるのは従って伐採用の４％。世界の熱帯材のうち，日本の輸入は４分の１だか

ら，日本の責任は熱帯材伐採の１％であると。

ＦＡＯの統計の数字を読むと，この数字が出てくる。しかし，ちょっと待ってよ。ＦＡＯの

数字は，ガス・電気を使っていない人口を単純計算し，どこかの国の誰かが一度に拾って

くる薪を日割りして，人口を掛けているだけなのだ。それ以外にどうやって数字を出せよ

う。そして，用材にするためには，直径50センチから３メートルもある，樹齢数十年から

数百年という，いわば森林の中枢である木々を伐採するのに比べて，熱帯林の地域で薪炭

材にするのは，間伐材，枝，倒れた木などがおもで，むしろ伐採が他の木の成長を促進す

る場合もある。同列に論じるのには，どうみても無理があるのは歴然としている。

薪炭材の収集が環境破壊につながってくるのは，自家用ではなく，大都市の周辺の商業

的なものと，難民キャンプ，強制居住地など，人為的に人が一カ所に集められた地域の周

辺だ。「そこに住む人たちが破壊の元凶」と乱暴にくくらないでほしい。

タンザニアのＯ氏がタンザニアには植林の伝統がないと言う。そこで住民に環境保護の

教育をし，植林の技術を教えてあげているのだと。これだけ聞くと，無知な住民が環境を

破壊しているのを想像してしまう。ちょっと待ってよ。タンザニアはアフリカにあっては

緑が豊かな国のひとつ，今まで数千年も森林を保護しながら生きてきたのではないか。

質問してみると，実は最近になって伐採会社が入り，ムフーフーという木を中心に切り

まくって，そこら中がひどいことになってきたのだという。日本からタンザニアに植林に

行くという話をよく聞くので，なぜ比較的緑の多いタンザニアにと思っていたら，なんと

ムフーフーはよい床材として日本が輸入しているらしい。だったら学生などを使って観光

に毛がはえたようなツアーで植林したりしないでよ。大量伐採の習Ｉ慣がないところに植林

の習'慣などないのはあたりまえで，住民が無知でもなんでもなかったのだ。

今でも，経済を優先させつつ，技術とマネージメントで地球規模の環境破壊を解決でき

るとのたまう専門家と称する人たちが多い。彼らは持続的な森林経営を住民に教えなくて

はと言う。森林の専門家ならもっと現実を見てほしい。誰が守り誰が壊してきたのか。

アマゾンのインディオ，ワッパリア氏が言っていた。「森林を守ってきたのは我々だ」と。

同じくアマゾンのパイアカン氏が言っていた。「森林は我々のすべてだ」と。サラワクのプ

ナン人，ニャゴン氏が言っていた。「森林を伐採されるのは家に火をつけられるようなもの

だ」と。

今回の農民会議「農業と環境」でも，自然から学んだ重みのある言葉が多く聞けた。書

物や言葉でしか学んでこなかった日本人の私には，教えられることばかりだった。（み）

Trial＆ErrorＮｏ．１１１ －２－
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農民会議｢農業と環境｣を振り返って

●都市の落とし子

われわれは，無意識のうちにあまりにも地球を追

いつめてしまった。この東洋の端に位置する日本に

住みながら，われわれが日常手にする「食べもの｣，

｢使うもの｣，「拾てるもの」のすべてが，目には見え

にくい複雑な流通経路をたどって海外からやってく

るため，われわれの生活の影響力，その余波が地球

の隅々にまで至って，こんなにまで地球を傷めてい

るとは，私とてもつい最近まで知らなかった。

エチオピアの奥地で飴がとろけるように崩れゆく

大地を眺め，タイの田舎ではげゆく山々を訪ね歩き，

さらにマレーシア・サラワクで切られゆく大木を目
ぜいたく

Iこするとき，われわれの賛沢がまぎれもなく，地球

と第三世界の人を追いつめていることを知るのであ

る。

われわれが住んでいる都市とは，決して形あるも

のをいうのではなく，「人」と「もの」と「情報」が

行き交う一種の線状のシステムをいうのであり，こ

のシステムがその食い扶持とシステム自体を動かす

ための資源や動力を求めて，際限なく第三世界の奥

に至り，そこで生活する人々を巻き込みながら地球

環境を破壊して，さらに増殖を続けていく。

都市は，今から5000年前に「ウルの遺跡」で有名

なメソポタミアに，初めて現れたという。都市は大

きな伽藍のようなもので，一度その伽藍に魅せられ

ると，昔法隆寺の伽藍に驚き，その民から逃れるこ

とが出来なかった農民のように，現代においてもそ

の怠'情で浪費的な魅力は，人の一生を十分に飲み込

んでしまう。

日本においても，都市とそのシステムは長い歴史

をもっている。1720年の徳川・亨保の時代から，日

本の人口は低迷し，3000万人を決して越えることが

なかった。しかし，都市システムの拡充，すなわち

日本の近代化によって海外諸国との「もの」のやり

とりが生ずると，人口は急激に増大して，明治以降

の120年間で４倍の１億2000万人にも増えたのであ

る。この期間に増えた人口は，目に見えないかたち

－３－

岩崎駿介

で都市システムに乗り，海外からの資源，あるいは

海外の環境に依存して生きてきたのである。いって

みれば，われわれは生まれながらにして都市の落と

し子だったのである。

●都市と農村にこそ北と南の対立がある

このように，自分が生きることと地球環境との関

係，あるいは第三世界の人々との関係を知った上で，

私たちに何ができるだろうか。

ＮＧＯの活動は，決して現代システムの補完的機

能をになうものではない。なぜなら，現代のシステ

ムの過程で発生してくる難民，飢餓，スラム，水の

欠乏，環境破壊などの問題は，たまたま一部の人が

出会う不幸であるから，これを救済すればよいとい

うものではなく，現代システムと深く結び付いて発

生するものだと，それこそJvcの,0年の活動を通し

て実感したのである。

したがって，これらの不幸をなくすには，このシ

ステムを改善することによってはじめて，少しでも

改善することができるのである。これらの不幸は，

たまたま発生する付属物ではなく，システムの構造

と深く結び付いているのだ。

それでは，その構造の急所はどこにあるのだろう

か。急所を押さえてこそ，その対策は効を奏する◎

その急所は，第三世界の農村と地球環境問題にあ

るのである。北の富める「国」と南の貧しい「国」

との対立という図式でとらえるのではなく，都市と

農村の対立としてとらえるべきなのである。かつて，

エチオピアのマーシャ村で働いていた伊藤幸子さん

が言っていたように，北と南の真の「境」は，開発

注卜国の都市と農民の間にある。この図式において，

途卜国の都市は当然北側にある。

タイ･バンコク’あるいはこのたび新しくＪｖｃが

はじめたベトナム・ホーチミン市におけるスラム改

善プロジェクトのように，都市におけるプロジェク

トも，人が生きる上での問題解決と環境改善を住民

自身が自主的に行うという意味で，十分に構造を変

Trial＆ErrorＮｏ．１１１
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革するに足る重みをもっているし，また人類がすで

に都市に寄りかかって生きている以上，避けて通る

ことができないプロジェクトであろう。

しかし，問題

々の流れの加速

は結びついてい

(ま都市を改善し農村から都市への人

を早めても，地球環境問題の解決に

かないのである。真の解決には，地

球とともに生きる，地球の奥の奥，すなわち第三世

界の農村に接近せねばならない。

●農民会議の意味

今年，1991年５月，タイ・チャイヤプーン県を皮

切りに，タイ国内各地の持続的農業の現状を巡回し

ながら，タイ，

シアからの農民

ラオス，カンボジア，そしてマレー

の参加によって行われた国際会議は，

二つの意味をもっていた。

一つは森林伐採，またはキャッサバやトウモロコ

シの植え付け，あるいはユーカリ植林などによって

起こっている土壌乾燥や土壌流失の環境破壊が，東

南アジアでどのように広がっているのかを調べるこ

と。とりわけ，タイの森林枯渇が隣国ラオスやカン

ボジアにどのような影響を与え，各国の環境問題は

相互にどのような関連性をもっているのかを，明ら

かにすることである。

もう一つは，この現象に各国の農民がどのように

対応し，どのような戦略を立てようとしているのか

を知り，農民自身がその経験を交流して，より強く

なることである。換金作物という，まさに都市の側

のわれわれの欲求が，環境にどのような影響を与え

ているのかを知り，その変革の試みとしての農民交

流を企画したのである。

東南アジアの国々は，１９世紀から西欧列強の造船

のための木材の伐採やモノ・カルチャーとしての換

金作物栽培などによって，土地利用に大きな影響を

受けてきたが，戦後45年を経た今日，ようやく自国

の環境の絶対的行き詰まりを自覚するようになった。

北の人々は，過重な欲求を第三世界の人々に投げつ

け，第三世界の人々はその過重な負担を自国の環境

に投げつけることによって，その苦しみを逃れてき

たのである。人々は生きるについての不都合を，先

進国の都市から途卜国都市へ，そして途上国都市か

Trial＆ErrorＮｏ．１１１ －４－

ら途上国の農村へ，そして途上国農村からさらに奥

なる奥にある，かけがえのない地球環境へと投げつ

けてきたのである。

したがって，農村における地味が失われ，農民は

都会に流れ出るか，さもなくば農村にとどまって地

味を傷めない農業の道を模索するかの絶体絶命的な

選択を迫られているのである。

フィリピンにおいても，インドにおいても事情は

同じであり,ここに来てようやく地味を回復しつつ

生きる方法，すなわち持続的農業の手法が農民自身

の手によって開発されようとしているのである。

●持続的農業

持続的農業とは，大別すると三つの手法がある。

その一は，平地において溜池を掘り，稲作を中心と

する複合経営農業（IntegratedFarming）と呼ば

れるもの，その二は山地，傾斜地において，窒素固

定に役立てるなどの生態的循環に着目して，マメ科

などの早生樹を植えて，土止めをしてから果実樹な

どの樹間に畑作をする森林農業，そしてその三は，

四国に在住する福岡正信氏の思想を出発とする不耕

起農法である。この不耕起農法とは，「ものごとは，

すべてあるがままにせよ｣，つまり「あるところの富

は，他のところに移してはならない」という思想に

もとづき，「耕す」のでなく植物の持つ対立形質の特

性を生かしながらの混合栽培をいう。実際，熱帯地

方の地味のうすい地域にあっては，伝統的に不耕起

であることによって，永く地味を保つことができる。

東南アジアの諸地域で起こりつつある持続的農業

とは，基本的にこの三つの手法をそれぞれの土地条件

に合わせて使い分け，土地からの収奪’性を排除して，

生活の永続性を確保しようとする運動である。間違

っては困るが，この農法は先進国による技術開発の

結果でもなければ，技術移転でもない。第三世界の

農民が苦しい条件の中で自ら生みだした方法である。

フィリピンでも，インドでも生み出され，それが相

互に交流をしながら，地球環境とともに生きる農民

を励ましている。

さらに重要なことは，この農法は単なる技術では

なく，土地に生きる農民の組織，哲学，伝統と密接
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に結びついていることである。今回の農民会議を通

じて最も重要なキーワードは,「ＬＯＣＡＬＷＩＳＤＯＭ」

＝地域に生きる伝統的な「知恵」であった。決して

政府による効果的な「管理(management)」ではな

く，土地の条件を知る伝統的な知恵に発した農民

の自主的参加こそ，運動の母体であることが確認

された。この場においては，政府もＮＧＯも農民の参

加を支援することにその役割があるのであって，決

して指導する立場にあるのではない。

●農民たちの哲学

私は，このような持続的農業を進めるタイやラオ

スの農民の人たち，とりわけその考え方や哲学に興

味を持った。この人たちに共通しているところは，

元気がよいという点である。それぞれがそれぞれの

逆境にいるにもかかわらず，生きる上で創意工夫に

満ち，決してへこたれないという点である。ブリラ

ム県サクーン村のパイ村長はその典型である。節度

があり，ユーモアがあり，独創力がある。私は人類

が生き延びるとしたら，元気がよく力なくしてどう

してその逆境を乗り越えることができようかと考え

ている。われわれＮＧＯは，悲劇の人を探すことでは

なく，未来に生きる元気の良い人とこそ手を組まね

ばならない｡

この人たちに共通しているもう一つのことは;「も

の」よりも精神，リズムのなかに美を見ようとして

いる点である。「暑い時には，涼むこと｣，「前に進む

時は，後を見ること」だという。彼らは物を取得す

る才覚を十分に持ち合わせていながらも，それ以上

に心のリズムを楽しんでいるようにみえる。

私は，いつも物に対する欲望を締めることによっ

て物質主義と決別するのではなく，精神の創造がず

っと楽しく魅力的であるがゆえに，物質から離れて

いくだろうというイメージをもっているので，第三

世界の奥の奥，現代文明の行き詰まりで思考する人

たちに興味を覚えるのである。

●今後の都市と農村，北と南

２１世紀まであと９年に迫った。地球が勝つか人間

が勝つかの勝負は，もうそんなに時間がかからない。

人類最大の戦争は，都市と農村の戦争である。北と

南の戦争である。北は今も圧倒的な勢いで進軍して

いる。都市と北を擁護する人も多い。実際，世界最

大の人口を抱える中国においては，民工盲流といっ

て農村から都市への季節労働者が，２億の単位で

やって来る。そして，今日もより高い賃金を求めて，

北の中心に攻め登ろうという人は，後をたたない。

たとえ，農村と南の理をとなえても誰も振り向かな

いようにみえる。

しかし，南と農村には地球という絶対的な味方が

ついている。北が攻め込み拡張する過程で，北の中

心を脅かす，いくつもの不吉な事象が生ずるかもし

れない。あるいは，その中心において取り返しのつ

かない知覚の断絶が起こり，システム全体が操縦不

能に陥るかもしれない。南の都市，すなわち開発途

上国の都市は，いままで自国の環境を売り渡すこと

によって都市としての名目を保っていたが，自国の

環境が尽きたところで，「あなたは実際南の人なので

すか，北の人なのですか」という問いにはっきりと

答えなければならない時がやって来るであろう。

そして，奥の奥，南の農村の人たちは，都市に飲

み込まれつつも泰然自若でいるかもしれないし，あ

るいは，すでに都市に飲みこれまれて跡形もないか

もしれない。

日本国際ボランティアセンターは，参加と地球と

第三世界をキーワードに試行錯誤し，生きるについ

ての新しい哲学を見つけたい。

●地球のためのプロジェクトを求めて

パイ村長とＪｖｃ・チャイヤプーン．プロジェクト

のコメンと通訳のソンポットさんは，この秋マレ

ーシア。サラワクのウマバワン村を訪ねることにな

っている。カンボジアでは，新しい農業プロジェク

トを求めて農民がラオスに研修旅行にいく。ベトナ

ムでもメコン川河口のマングローブの林で新しい農

業プロジェクトを始動させているかもしれない。

アフリカで，アジアで，われわれはどこまで地球

の側にたてるか，それこそこれから夏に向かっての

度胸だめしだ。

－５－ Trial＆ErrorＮｏ．１１１



Trial＆ErrorＮｏ．１１１

零雲『
』

§

チャイヤブーン
５月２日

よく晴れ渡った会議日和，セメント不足で工事が

中断していたＪＶＣの植林農業センターが，直前の突

貫工事でやっと間に合い，近くの中学校から机と椅

子を借りてきて置いたら，りっぱな会議場となった。

ＪＶＣタイ代表ポンピモンの開会あいさつに続いて，

岩崎駿介の基調報告。スライドを使うときはブライ

ンドを下ろすので少々暑い。

プロジェクト担当者コメンが，チャイヤプーンの

森林がはげ山になった背景などを話し，やはり担当

者のカセムサンおよび活動地の農民ウィチットが活

動を報告。午後はＪＶＣの活動地を視察。換金作物栽

培による一面のはげ山のなか，ワンヤイ村の複合経

営農業，ヒンダート村の森林農業を訪問。

５月３日

環境を回復する試みをしているＮＧＯ，環境破壊

を食い止めようとしているＮＧＯ，農民の試みを広く

紹介したり，農民のために新聞を発行しているＮＧＯ

など，タイのＮＧＯによる報告が続いた。夜はスライ

ドによる報告会を行った。

農民会議フィールドマップ

1991.5.2～５．１０

－６－

コンケン

５月４日

午前中にチャイヤプーンからコンケンヘ移動。ず

っと乾燥した景色が続く。

午後にはパイ村長など，おもに東北部の水田地帯

で活動している人，ＮＧＯなどの報告。そして討論。

５月５日

３つのグループに分かれ，コンケン市内から車で

１時間ほどの距離にあるポンサワン村，ドンバン村，
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昼食会のあとくつろぐ参加者（タラート村）



チェンマイ

タラート村に複合経営農業を視察に行く。それぞれ，
農民たちとともに昼食をとり，懇談をする。

コンケン在住のＮＧＯによる地域的特,性を踏まえ

た報告，複合経営農業について討議。

５月６日

カンボジア農業省の役人たち，来られなかった農

民に代わってＪＶＣの本橋，避難民キャンプの農民た

ちがカンボジアの森林伐採，森林経営の現状や農業

について報告。

ラオスの農民たちがそれぞれの農業を報告。Ｊｖｃ

のタノンシーが森林伐採などについて報告。

マレーシア，サラワクの農民たちが彼らの伝統的

な農業や彼らの生活を根底から崩している森林伐採，

それに反対して道路封鎖をしている様子などをスラ

イドを使って報告。
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チェンライ

５月７日

コンケンからチェンライヘ移動◎朝早くから夕方

まで，ずっと車に揺られどおし。

５月８日

チェンライの街から車で１時間半，ラオスとの国

境に近いデーンムアン村の森林農業を視察。昼食の

後，チェンマイに移動。
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５月９日

２つのグループに分かれ，１グループはパーノー

ト村の森林農業を視察，別のグループはライ病の治

療のためにつくられたリハビリテーションセンター

で有機農業を視察。リハビリテーションセンターで

農業指導をしているのは，在住８年の浅井さん。

ランプーン県のトゥンヤオ村で合流し，共同体が

残してきた森林を見て話を聞く。

５月10日

チェンマイのＮＧＯによる北部山岳地帯の環境破

壊，および農業の現状の報告。

会議の全過程を通じて中心議題となった森林農業，

複合経営農業，リーダーシップなど７つのテーマ別

にグループに分かれ，分科会で議論。その結果を全

体会に持ち寄り，まとめて閉会した。

勢

ノ
■

、
．
？
・
Ｉ
．
』

１

－７－

／

〆
Ｊへｒ

・
Ｉ･ヨ



タイのＮＧＯからの提言

連帯して取り戻そう森林を

農民会議｢農業と環境」にたくさんのタイのＮＧＯ

が参加してくれました。そのひとつ，「生態系回復

計画(ProjectforEcologicalRecovery)｣代表のウ

ィトゥーン氏の提言を以下に紹介します。

政府の政策によって森の破壊者にされる農民

まず，３週間前にカンボジア国境に近い，ブリラ

ム県パカム郡で起こった事件を紹介しましょう。保

護地区に指定されている森で，プラチャック師とい

う僧侶が逮捕されました。その前にも，数十名の村

人たちが逮捕されていたのです。この事件に対し，

農民たちはなぜ村人や僧侶が逮捕されたのかという

ことに疑問を抱きました。彼らの逮捕理由は，保護

区に指定されている森に侵入し，居住しているとい

うことです。実際，タイではプラチャック師と同じ

状況にいる人々，つまり保護区に居住している人々

は１千万人にのぼります。私はこの地方の歴史を詳

しくは知りませんが，おそらくブリラム県に住むほ

とんどの人々は逮捕の対象になってしまうでしょう。

つまり，タイは１千万人の人々が逮捕の対象になる

状況にあるのです。

これは重大問題です。しかし，実際にはほんの数

人しか逮捕されていません。なぜ，このようなこと

が起きているのでしょうか？確かに，１千万人も

の人々が犯罪を犯して逮捕の対象となっているとす

れば，それは大変な社会問題ですが，今回の事件の

場合，人々は単に机上の法律と食い違っていただけ

にすぎません。確かに法律上では，１千万人が保護

区に不法居住している状況にあります。しかし，政

府はこの条例を選択的に使っています。ある人物に

ついては逮捕し，それ以外の多くの人々に対しては

依然として居住を許すという方法です。なぜなら，

おとなしく農業をやってくれる農民を住まわせるこ

とは必要で，政府の森林政策や農業制策に反対する

者は不必要だからです。

ここで，保護地区の指定と森林保護に関する政府

の方針について，その背景を紹介しましょう。そう

すればこの問題の全景が理解できると思います。

昔から，人々は自由に森に入り利用することがで

きました。約30年前には国土の半分以上が森で覆わ

ウィトーン・Ｐ･チャロン

れていたのです。その頃は誰でも森に自由に入り，

開墾して自分の所有地とし，国作りに協力していた

のです。現在のような開発や都市化は起こっていま

せんでした。

ところが，木材が輸出されはじめ，外貨獲得の必

需品となると，政府は森林保護と土地に関して強制

力を持つ法律を適用するようになりました。その法

律とは，国有地をたてに政府が木材伐採や換金作物

の栽培を自由にできるよう，保護するためのものな

のです。そのため，それまでは自由に森に入ること

ができた，ずっと以前からそこに住んでいた農民た

ちが，ある日突然犯罪者になってしまったのです。

そして，伐採契約書を持っている人物が突然森にや

ってきて，森を伐採してしまいました。政府は国土

の50％程も国有地や保護区に指定しました。

ここで問題なのは森林を破壊したのは誰なのかと

いうことです。この問いを森林局にぶつけてみても，

答えは「貧しく，教養のない農民だ」ということに

なります。こうした態度が原因となって，３週間前

のような，僧侶や村人の逮捕事件が起きているので

す。

ダムの建設で失われる森

ここまで私は土地利用と森林の問題について話し

てきましたが，水という別な資源をめぐっても問題

が起こっています。

タイでは昔から小規模の潅概技術がたいへん発達

していました。ところが，産業部門の水に対する要

求がどんどん増えていくため，政府はダムの建設に

着手していきました。現在は都市，企業，農民とも

に水への要求が増えています。けれども水という資

源は限られています。問題はダムの建設は誰に利益

をもたらすかということです。多目的ダムの水位が

だんだん下がって，水を発電に利用するか都市，企

業への水供給に利用するか潅概に利用するか決めな

ければならないとき，たいていは潅慨があとまわし

になります。潅慨目的と名うって，わが国最初の国

立公園，カオヤイに計画中のダムでさえ，調査をし

てみると，カオヤイの町，ホテルなどの観光，およ

び企業のためにほとんど利用されるのです。

Trial＆ErrorＮｏ．１１１ －８－

’



政府によると，産業拡大のためには電気エネルギ

ー消費で１年につき13％の増加が必要だとされてい

ます。そのために国中でダムの建設を奨励している

わけです。ダムを一つ建設するために，いったい何

人の農民たちが立ち退かされ，どれほどの豊かな耕

地や森が永遠に沈むことでしょう。そしてそのため

にどれほどの面積の森林を伐採しなければならない

でしょう。これらの問題から，大規模ダム建設反対

運動が起こるようになりました。

例として，ビルマ国境付近に建設を予定していた

大規模ダムのナムトゥンダムがあります。このダム

が建設されると，広大な土地と森林が水に沈むので，

住民の反対運動が起きました。タイ社会はそのよう

なダムをもう望んでいません。

国内にダムを建設するのが難しくなって来ると，

政府は国内でなく近隣の国にダム建設をもくろむよ

うになりました。現在メコン川の上流，ラオス国内

にたくさんのダム建設が予定されており，さらにビ

ルマのサルウィン川のタイ国境付近，そして将来は

カンボジアやベトナムにもダムを建設しようとして

います。しかも，これらのダムは建設される国が利

用するのではなく，タイに電力を供給するためのも

のなのです。

しかし，タイの人々はこのことにはひどく無関心

なのです。タイは今まで述べてきたように，様々な

問題を経験し，学んだはずなのにです。私は近隣の

国々，中国，ベトナム，ラオス，カンボジアが開発

に乗り出す前に，これらの国の人たちに，タイの経

験を知り，学んで欲しいと思っています６

環境の回復とネットワーク作り

今，タイでは土地，森，水の問題について，政府，

ＮＧＯなどが問題を解決しようと試みています。遅

すぎなければいいのですが。もしタイでは遅すぎる

としても，近隣諸国ならまだ間に合うはずです。タ

イはとても厳しい経験をしました。その原因は，村

人たちを森から切り離し，地域社会から切り離し，

資源を人々の生活のためではなく，市場経済に利用

したことにあるのです。

これまで地域社会と森との本当の関係は理解され

てきませんでした。それは，単に生活材としての木

材を利用するというのではなく，もっともっと深い

ものなのです。こういった厳しく長い歴史にもかか

わらず，村によっては小さな範囲の森を，それはコ

ミュニティフォーレストとも言われているのですが，

－９－

ほとんど活用されていない農業用ダム（ブリラム県）

ずっと守り続けてきた人々もいるのです。私はこの

方法が，資源闘争への一つの解決法だと感じていま

す。なぜなら，コミュニティフォーレストは人々が

森から切り離されたことへの挑戦，また森が木材以

上の存在であることを示す方法だと思うのです。

森林破壊を食い止め緑を回復する方法と称して，

大企業が来て土地を買い占め，人々を追い出し，ユ

ーカリを植林していますが，このやり方では長期的

な問題解決にはならないと思っています。これに対

する代案と私が信じているのは，その地域に住む人

々が結集して力を合わせることです。

一方で，国有地に住んでいる１千万人の人々も，

森の木を切り，市場要求に応えるために換金作物を

栽培し，農薬を多量に使って土壌を疲弊させていま

す。こうした国有地に住む人々が優先的にとるべき

別な方法は，農薬に依存した農業ではなくて，長期

的にみればずっと継続(維持)可能である「自然農法」

です。

それでは，どんな地域にはどんな技術が適してい

るのでしょうか？既に私たちは，外国から輸入さ

れたものではない，地域の知恵（localwisdom）に

基づいた技術や，知識を持っているはずです。土地

問題の解決，農薬依存の農業からの脱却などを目指

して，田舎に息づく知恵を大切にし，近隣諸国の人

々と協力していきたいと思っています。土地，森，

水などの地域の資源は，そこに住む人たちがその管

理をし，地域の知恵に基づいて利用することが大切

です。

もう一つ重要なのは，ダムの建設や森林伐採を目

的にやって来る外部勢力に対して，村人たちが交渉

力をつけることです。

ＮＧＯ，各地域の村人たち，学識者など，国境を越

えてさまざまな分野の人々や組織がネットワークを

作り，ロビー活動などを通じて，政府の方針や開発

の方向を変えていくためにも，力を合わせていきま

しょう。
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フィールド・トリップ

私たちの農業は生態系を破壊しない

今回の農民会議「農業と環境」では，話し合いだ

けではなく，チャイヤブーン，コンケン，チェンラ

イ，チェンマイのそれぞれの地域で農業の実践地

を訪問した。複合経営農業（IntegratedFarming)，

森林農業（Agro-forestry)，共同体林(Community

Forest）を行っている現場のうち，複合経営農業と

森林農業の実践地をそれぞれ一カ所ずつ選び，訪問

地の様子を伝えたい。

複合経営農業（５月５日訪問）

コンケンはタイの東北地方（イサーン）の最も大

きな都市の一つである。米やキャッサバの集荷地と

して知られている。一帯には森林はほとんどなく，

耕作前の乾燥した畑や田んぼが広がっている。市街

から約１時間車を走らせて，ポンサワン村を訪問し

た。

まず，この村で活動しているＮＧＯ｢東北タイ民衆

組織」（People，sOrganizationNortheastThai

land）の代表のチャリン氏から活動の説明があり，

次に農民リーダーであり，複合経営農業(Integrated

Farming）を推進しているトゥイ氏を交えて，質問

の時間が設けられた。この村では，複合経営農業と

ともに米銀行，村基金，機織りなどの活動が行われ

ている。

＜チャリン氏による説明＞

「私の所属するＮＧＯの活動は，コンケンで1981

年から始まった。現在９つの村で活動をしている。

村単位に人々を組織して，複合経営農業，米銀行，

牛銀行などを広げ，強化すると同時に，他の村へ

農民を見学，トレーニングに連れて行くことなど

をしている。どんな活動を選択するかについては，

各村の興味と必要性に応じて助言する。

開始するには資金が必要な活動もあり，そのた

めに村人が自身で運営する基金を作っている。基

金の中から必要な人に補助金を交付したり，貸し

付けを行ったりする。

ひとつの村から３～４人の代表を選び,代表(現

在は27人）会議を構成している。代表会議の中に

束村康文

は部会を作っており，それぞれの部会ごとに役割

を分担して，組織全体の運営にあたっている。

く質疑応答＞

松井（ジャーナリスト）：２７人の代表の中に女性

は入っているのか。

トゥイ（村のリーダー）：入っていない。しかし，

女性の役割は非常に大きく，村の中では活躍

している。特に家庭内，村内については女性

は重要。男性は，村と村との対外交渉的なこ

とを行っている。

ジョク。ワン（マレーシア）：今抱えている問題

点は何か？

トゥイ：水不足と，土地なし農民の問題だ。雨が

減り，川も干上がるので，池を掘って使って

いる。

松井：何％が複合経営農業を行っているのか。

チャリン：全体の約20％にあたる115世帯。以前，

この村ではサトウキビ畑が多く，米はほとん

ど作っていなかったため，米は市場で買わな

くてはならなかった。今，複合経営農業で栽

培したものは，自家消費用にあてており，農

薬や化学肥料は全く使っていない。

最後にチャリン氏が次のようにまとめた。

活動の中で常に意識していることは，(1)米の自給。

(2)村の基金としてみんなで積み立て，必要時に貸し

出す。(3)農民に必要な情報を集めて伝え，トレーニ

ングにも力を入れる。(4)誰にでも複合経営農業がは

じめられるという自信を持ってもらう，などの点だ。

また，村の10％の人が土地なし農民なので，その問

題もなんとか解決していかなければならない。

森林農業（５月７日訪問）

チェンライは，タイの最北端に位置している。盆

地にある市街から１時間以上車を飛ばし，ラオス国

境に近い山岳地帯に，デーンムアン村を訪問した。

まず，教会の集会場（この村では80％がキリスト教

徒，２０％が仏教徒）において，森林農業（Agro‐

mrial＆ＥｒｒｏｒＮｏ．１１１ －１０－
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た葉や枝はそのまま緑肥として使う。そのため，樹

種としては，早く成長し，肥料にする葉の分量がで

きるだけ多く，しかも土中では窒素を固定できる豆

科の植物であることが望ましく，ジャイアント・イ

ピルイピルやその他のアカシア類が使われている。

列の間には，ライチー，マンゴー，竜眼，パイナ

ップル，ジャックフルーツ，レモンなどの果物，レ

モングラスなどの香辛料，コーヒー，ステビァ(甘味

料）などが植えてあり，季節によっては穀物や野菜

も植える。

インカム氏は勾いがきつい，ありふれた雑草を緑

肥として使っている。ベトナムへ行ったことのある

タイ人と，カンボジアに行ったことのある日本人か

ら，両国でも肥料として使っているとの報告があり，

国際会議ならではの発見で，なかなかおもしろかっ

た。

ここでも生産物は家族自給が優先されている。し

かし，コーヒー，ステビアなどのように換金を目的

とした作物も栽培されていた。畑の一部ではちょう

どたわわに実ったライチーが食べごろで，４０人もの

見学者はハイエナのようにライチーに襲いかかり，

乾いたのどを潤してしまった。

農薬，化学肥料は使っていない。インカム氏は，

｢もし虫が葉を食えば，まず雨が降って虫が逃げて

行くのを待つ。それでもだめなようなら，虫が食わ

ないような植物を植える」と言っていた。

「このあたりの人々は以前は水田しか作っていな

かった。しかし，大洪水があって一面水びたしと

なり，米のとれない年があってから山を切り開い

た。焼いた斜面に陸稲を植え続けたところ土壌が

劣化し，雨が表土を洗い流してしまった。そこで

試行錯誤しながら森林農業を始めた。後にＮＧＯ

(マッケーン医療センター）の協力でフィリピン

のＮＧＯを訪問し，等高線農業の技術も習った」

農家１戸１戸が深い緑に囲まれて，豊かな印象を

受けるデーンムアン村も，ひとたび山に目を移すと，

どこまでもはげ山。そのなかにぽつぽつと森林農業

をやっている畑が見える。長年インカム氏が森林農

業を推進してきたにもかかわらず，あとに続いたの

は10戸ほどだ。

まず，始めてから数年の人の畑を訪問，それから

インカム氏の畑を見た。同じ森林農業といっても，

樹木を中心に植えている畑と，穀物やタバコを中心

に植える畑ではずいぶん印象は違って見えた。

ここでは，等高線に沿って土止め用の木を６～１０

ｍ間隔で列状に植える方法で，斜面での土壌流出を

を防いでいる。列状に植えた木は，１ｍほどの高さ

に伸びたら，５０ｃｍほど残して刈り取り，刈り取っ

。獣菟I露脅
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forestry）の説明を受けた。説明をしたインカム氏

は，1982年から森林農業を推進している。

曾

籍蕊

(左上）ポンサワン村での説明会(正面右がチャリン氏）

(左下）複合経営農業（ポンサワン村）

f韓伊鞭季

蝿.愚園霧?熟簿講涛準軽"輪雪‘
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(右上）中央がインカム氏

(右下）インカム氏の農地を訪れた会議の参加者
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タイ・タラート村トンデイーさんの複合農業

タラート村は80家族が住む中規模の村で，７５年

前に４家族が移り住んできて，森を開墾し，田ん

ぽにしたときから村の歴史が始まった。

人々は稲を栽培し，まわりの森から野草や野生

動物などの食糧を探し，絹や綿を作り，牛，水牛，

あひる，鶏などの家畜を飼った。

1957年，ジュートが初の換金作物として導入さ

れ，1971年にはキャッサバが登場した。しかし,

タラート村では耕地のほとんどが水田で，少しだ

けある畑はとうがらし，桑，綿の栽培にすでに利

用されていたため，ジュートやキャッサバ栽培に

転向する人は少なかった。

村が変化した大きな原因は，米を商人に売りは

じめたことだ。かつて，米は自家用に，あるい

は他の物と交換するために取っておいた。商人が

米を買いに村へ来て以来，村人たちはより多くの

米を作りたいと思うようになり，水を得るために
せき

111を堰止めた。一年中水が流れ，深かった川は浅

くなった。以前より米の生産量はあがったのに，

家族が食べるための米は減ってしまった。まわり

の村でジュートやキャッサバを大量に生産するた

めに森を開墾したことも，生活に影響した。

自然の食物の源が破壊され，この地域の環境は

変化した。干ばつは以前より頻繁に起こるように

なった。干ばつの年には，米がほとんどとれない。

人々ははじめて飢えを経験した。

そんな中で，トンディーさんは考えていく。

前に進もうとしたら，後ろを見なくてはならない

「我々は先人の教えを常に無視してきた。自分

たちのやったことが進歩的だと思っていたが，実

は後戻りだった。先人は十分な食べ物を得るため

に働くように教えたが，我々はそれを無視した。

先人は，もし米を売りたいと思うなら次の収穫が

あるまで待つように教えたが，我々は借金を返し

たり，物を買うためのお金が欲しいから急いで米

を売った。だから次の年が干ばつだと，納屋に米

がなくて飢えることになる。

今では売るためではなく，食べるための農業に

変えた。自分で作れるものは買わずに作る。食べ蔭

るものが十分あると，不思議なことにお金が増え

てきた」

みんなが池を掘れば川となり，みんなが木を植え

れば森となる

「かつては自然の川と森があり，食べ物が豊富

にとれた。雨期には，舟がないと渡れないほど大

きな川で村人たちは魚を捕った。田んぼが増え，

田に水がいくよう堰を作って以来，川は浅くなり

はじめた。森を切ったため土が流れ込み，川はま

すます浅くなり，ここ数年はまったく干上がって

しまった。

水源もなくなり，魚もとれなくなったので，田

んぼに池を掘ることにした。みんながたくさん池

を掘れば川になるだろうか。

森を開墾したため，野生の食糧がなくなってし

まい，魚の池のそばに野菜を植え，果樹や家を建

てるための木を育てなくてはならなくなった。み

んながたくさん木を植えれば森ができるだろうか」

たくさん育て過ぎるとほとんど得ることができな

い。しかし少し育てるとたくさん得ることができ

る

「私が果樹を五本植えたのを見て，ある人が一

度に五十本の木を植えた。だんだん水やりがたい

へんになってとうとう投げ出したため，苗は全部

枯れてしまった。毎年五本ずつ植えた私は，いま，

たくさんの果物を収穫している」

急いで結果を得ようとしてはよい結果が得られな

い。決めたことは必ずやるとよい結果が得られる

「ある人が池を見てこれはいいと思い，一日で

掘りあげてしまった。そのために身体をこわし，

以後は興味を失ってしまった。ある人は池を一日

に一立方メートルだけ掘ることに決めた。一立方

メートル掘っても体力の余っているときもあった

けれど，そこでやめておいた。数カ月ののち池は

立派に完成し，魚を飼い，水源として役だってい

る」

ノ
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タイ農民と各国の人たちとの出会いがあった。問題とその解決法を見つ

けようと，いろいろな分野の人たちが集まってくれた。よその国の人たち

もそれぞれ問題を抱えていることがわかった。誰もがいま，環境に優しい

生き方を失ってしまっている。

いろいろなところを訪ねることができた。自分なりの生き方を見いだし，

それを共同体の活動にまで広げようとしている人たちに出会えてよかったｄ

ぜひ毎年農民会議を開いて欲しい。次回から，政府の役人も巻き込んだ

方が会議をスムーズに開けるのではないか。

ありがとう。すべてが役にたった。

私はよりいっそう力を入れ，植林のための苗作りをし，畜産にも励みた

い。農民会議に参加したことによって，自分のためにだけ複合経営農業を

進めるのではなく，村全体に活動を広げなければならないことを実感し,

実施のヒントを得ることもできた。

ウィチットさん（36歳）チャイヤプーン県
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農民会議のよかった点

農業に関する情報が得られ，とても有意義だった。土壌や森林保全の話を

聞くだけでなく，実施の現場を見ることによって，問題とそれへの取り組み

がわかりやすかった。外国の人たちとの意見交換ができ，お互いの向上に役

だった。

残念だった点

通訳で時間が切られ，理解しにくかったし，時間がかかった。テーマが多

岐にわたりすぎ，レベルも分野も背景も違うので，無駄があった。専門家は

自分のことを話すだけで，十分討議する時間がなかった。現場訪問は，始め

たばかりの場所は省き，すでに成功している所だけの方がいい。

、
、
、
②

、
、
、
、

いろんな国の人たちが経験や知識を待ち寄って，スライドなど

にして見せてくれ，おもしろかった。外国から来た人たちも，国

際会議で得たものを彼らの国に持ち帰り，広めることができるだ

ろう。

私も農業の開発に前よりも関心を持った。ずっとノートをとっ

たので，村のみんなに伝えたい。そして，ＪＶＣの活動の一環とし

て，村に複合経営農業を広めていきたい。

スニット村長（54歳）ピサヌローク県

ウィチットさん

*カンパナートさんはＪＶＣの農民の若手ホープだ。農業のこと，植物のことなんでも
よく知っており，意欲的だ。しかし，カンパナートさん，国際会議に通訳はつきも
のだよ。タイ語だけでやれるわけないじゃないか。

カンパナートさん（24歳）ピサヌローク県

Trial＆ErrorＮｏ．１１１



スッチャイさん

彼自身，農薬被害で何度も入院したあと，一大決心してすっかり自然

農薬に切り替えた経験がある。今は水田で魚を飼い，果樹も植える複合

経営農業に取り組んでいる。これまで自分のやっている農業に関しては，

ＪＶＣから頼まれたとき，農村生活改善の女性普及員とともに村を訪問し

て経験を話すくらいだった。しかし，今回タイに行き，これからはもっ

と積極的に自分の村の人たちに複合経営農業を広めようと決意している。

蕊

ダルニーさん

丘陵地農業を営むスッビン小父さんは，タイに

行ったことによって，自分のやってきた農業に自

信を持って帰ってきた。さらに改良するアイデア

も得てきたようだ。今は，自分の畑の斜面の裾の

平らな場所に魚の養殖用の池を掘っている。

世界中で，生活のため，生きるために，人々がどんなに環境を破壊して

いるのかよくわかった。人にはよいものを求める心がある。だから，この

ような破壊の悪影響を見たら，よくしたいと思うと信じたい。世界中に森

林を蘇らせ，天候を正常に戻し，幸せになるために，この農民会議は第一

ステップとなるだろう。

ダムロンくん（19歳）ＪＶＣクロントイ図書館

‘習蕊零遭
亀
‐騨

驚

蕊 蕊

鴬ヅ

ダムロン＜ん

ラオス

－１４－

「人々を巻き込むことと，村の活動として取り組むことの大切さを

学んだ。村の人々がやる気になることが一番の原動力だ。もちろん，

個々の農業技術も参考になったけど，自分がすでにやっていることも

多かった。こんなにひどい状況を作ってしまった原因である換金作物

中心の農業や，大型トラクターを使用する農業の恐ろしさを思い知っ

た」と，スッチャイ小父さん。

灘を”．‐￥”

罫哩･浬鍔匙_中学
[f蛾,

i$耀撰

トゥンヤオ村の森には，みんな感心している。政府の役人が森の中に建物を建設したいと言ってきたと

きもはね返し，政府の許可を持った伐採企業が来たときもはね返して森を守ってきたのはすごいことだ。

かって住んでいた村で，森を伐採したために干ばつにあった苦い経験が，彼らの森を守る力になっている。

なにかを行おうとすれば，人々の経験や歴史を生かすことが大事だ。

トゥンヤオ村では誰も山を焼いたりしなかった。村人たちがよく木を切らないという約束が守れたとい

う話になり，一人が｢罰金を科したことがよかったのでは」と言った。すると，ＪＶＣラオスのスタッフの

タノンシーさんは，「いや，罰金を決めた人々の決意がよかったんだよ」と言った。

参加したラオス人たちは，それぞれが一人で孤独にやっているのではなく，ラオスにもタイにも仲間が

いると実感することができた。自分がこれと思ってやってきた農業を，自信をもって続けていいんだと改

めて認識でき，みんな前以上に元気になった。

Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．１１１
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;郊篭誌‘． 「タイで見たことを自分の村の人たちにぜひ

伝えたい」と，ダルニーさん。彼女は村の婦人

同盟の役員をしている。彼女が住むのはビエン

チャン近郊農村，地の利をいかして花の栽培が

盛んな地域である。彼女は，すでに広めつつあ

る自然農薬に加えて，タイで見た手軽な堆肥作

りを普及したいと意欲的だ。

霧溌蕊



蕊

カンボジア
カンボジアから３人の農民を招待した。途中で，農民だけでは許可が出ない

ということで，政府の役人３人も招待することになった。

カンボジアとタイに国交がないこと，農民の出国は前例がないことなどから，

手続きは手間取り続け，とうとう到着予定日になっても農民には出国許可がお

りず，３人の役人だけの参加となった。

参加した役人は農業省農業局のチャン・トン・イヴさん(46歳)，計画局のシ

ン・ヴァさん(46歳)，森林局のチム･ソーミエンさん(42歳)。最初のうち緊張

していたのか打ち解けず，とても堅い感じだった。しかし，国境から参加した

2人のカンボジア人との出会いも影響したのか，終わる頃にはすっかり打ち解

け，別人のようであった。

彼らは政府の役人であるため，立場上どうしても農民を「コントロール」した

り「マネジメント」したりしようとする。そのことについては会議中，何度か論

争にもなった。しかし,､議論と実際に見ることによって，彼らも少しずつ農民

の立場から考えることが理解できるようになったようだった。

弓

》

カンボジアからの参加者

Trial＆ＥｒｒｏｒＮｏ－１１１

「タイ農村はある程度開発が進んでいるよう

に見える。にもかかわらず，実は農民たちは多

額の負債を抱えていることが印象に残った。会

議の中で，環境保護と，企業活動の関係につい

ても，もっと話し合いたかった」とチャンさん。

とても有益な経験だったけれど，スケジュール

はちょっときつかったとつけ加えた。

･雷＋

森を守ったトゥンヤオ村

－１５－

「コンケンの村が一番印象に残った。複合経

営農業とともに，米銀行，伝統医療，村基金，

補助給食などさまざまな活動が村人の手で行わ

れており，よく組織化されている」と述べてい

たのはシンさん。

ジンさんは，カンボジアで複合経営農業をは

じめるなら，とくに森林破壊の著しいモンドル

ギリ県，ラッタナギリ県など東北部が適地であ

ろうと言っている。



今後，カンボジア政府は，当然経済開発をめざす

方向に進むであろう。そんなとき，複合経営農業を

推進する草の根の人たちがいること，その方法だけ

が環境を保全する方法ではないかということを知っ

た，シンさんたちのような役人がいることに大きな

意味がある。たとえ，国策として大規模農業や商品

作物栽培の導入を捨てることができないとしても。

シンさんは，タイで，都市の圧力が農村の環境を

破壊し，農村の環境破壊がそこに住む人たちを都市

へと追い立てるという現実を見た。環境を破壊しな

いで経済開発はありえるかどうか，この問題につい

て，会議期間中もっと議論すればよかったと，心残

りに思っている。

国境避難民キャンプ

からの参加

チャ･チョック小父さん（63歳）とケ・ネーム小

父さん（57歳）はタイ・カンボジア国境のカンボジア

避難民キャンプ，サイト２から参加した。彼らは根

っからの農民で，いつか祖国で農業をすることを夢

見ながら，キャンプの中の小さな土地を耕している。

出口の見つけにくかった避難民の身の振り方も，本

国帰還という一番自然な解決に向けて，少しずつ努

力が続けていられるいま，彼らにもタイの環境破壊

の現状と，破壊せず自立する農業の試みを知っても

らおうと会議に招待した。

ケ・ネーム小父さんはきつい長旅の道中，車

の中では一睡もしなかった。

「どこまでも広がるはげ山の様子，農家の庭

先，働く農民たち，通り過ぎる町のにぎわい，

植生など，ひとつ残らず見たいから眠る暇はな

かった」

伝統医療師のチャ・チョック小父さんは薬草

に詳しく，どこに行っても，薬草になる草や木

を探しだしてきて，同胞や他の人たちに製法と

効用を伝授していた。役人のチムさんは，おじ

いさんからは学ぶことが多いと感心することし

きりだった。

チムさんの印象に残っているのは複合経営農業を

推進するコンケンのポンサワン村と，村人が自分た

ちの森を守り抜いてきたトゥンヤオ村の２カ所。チ

ムさんもまた，複合経営農業・有機農業はカンボジ

アにとっても非常に重要であることを感じた。

植物性農薬に関して，チムさんはカンボジアでも

農業普及員を通じて農民に紹介していったらいいと

考えている。

「植物性農薬の配合などは，カンボジアでは知ら

れていなかった。今回の会議で，技術的なことを勉

強させてもらったと同時に，タイ，ラオスなどの農

民たちと直に接することができ，彼らの声が聞けて

よかった」と，チムさんは言っている。

ネームさん(左）とチョックさん(右）

カンボジア国内の人と国境にいる人との距離は遠

い。今も続く内戦……同胞でありながら，いわば敵

同士の関係にある。しかし我々の心配をよそに，チ

ャイヤプーンのJVC植林農業センターで会った５人

は我れ先にと手をとりあい，出会いを心から喜んだ。

そのあとも，話しても話しても話し足りないという

ふうに，毎日５人で話し続けていた。農民，役人と

立場の違う人たちが，それぞれの知恵と知識をタイ

の農業の現実に照らしつつ，学び合える機会をもて

たことは，この会議のひとつの大きな成果であった。

カンボジアの農村と避難民キャンプにしか住んだ

ことのない２人にとって，今回の会議で一番めんく

らったのは，近代的な施設だったようだ。エレベー

ターを使うのも初めてなら，３階以上の建物にのぼ

るのも初めてだった。通訳としてずっと行動をとも

にしてくれたソムヨットさんによると，２人はホテ

ルで洋式のトイレの便座に乗って用を足そうとした

り，「毛布がない」と言うのでシーツとシーツでくる

んである毛布を見せると,。ていねいにシーツを全部

剥し，毛布をひっぱり出して掛けたりするだけでは

なく，知らずに熱いシャワーをもろに浴びて火傷し

そうになったり，ガラスの扉を通り抜けようとして

ガラスにぶつかったり，痛い思いや危険な思いもた

くさんしたようだった。

Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．１１１ －１６－
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通訳として大活躍してくれた

ソンボットさんに聞く

●ＪＶＣの農民会議｢農業と環境」についての感想

を聞かせてください

まず，岩崎さんの講演がよかった。総括的で，

大局的なまとめ方で他の会議ではこのようなもの

はなかった。もうひとつは，各国がそれぞれの国

のことや，活動のことを報告し，その報告がひと

つのものにまとまったというのが，他の会議と比

べて一番目立った部分だった。

●もっと具体的に聞かせてください

第一にインターナショナルなことがよかった。

カンボジアの人もタイのことを知ることができ，

タイの人も他の国のことを知ることができた。こ

れは，タイのＮＧＯではできないことである。

第二に，時間の配分がよかった。環境問題に関

する要素をすべて抽出することができた。これも

タイのＮＧＯではできないことである。

第三に運営がよかった。時間が節約でき，短時

間でいろんなことができた。何か問題が起こって

も，みんなで助け合ってやっていたのがよかった。

第四に日本人の仕事の仕方が観察できて，個人

的に非常に興味深かった。タイのＮＧＯの現場で働

いている人たちもそうだが，いつも，考えを交換

しながら長い時間を話し合いに費やしていた。こ

のことは，チームで仕事をするとき団結を強める

のに大切なことで，非常に印象深かった。
ぜいたく

第五I乙賛沢や無駄なことをしなかったのが印象

的だった。例えば，はじめや終わりに無駄な長っ

たらしいあいさつなどなかった。タイの場合，ど

うしてもその無駄な部分に時間を多くとられてし

まう。これが日本の経済発展を助けたのかもしれ

ない。

●持続的農業についてどう思いますか

我々ＮＧＯなどが広報し，トレーニングすること

を通じて新しい友だちを増やし，それぞれが自分

の地域でやっていることを続ければ，この農法を

広げることは可能だ。IntegratedFarmingやAgro

-forestryなど，人々 のためになることは確実だ

から，少しずつやっていく。これは「もうひとつ

聞き手加藤真理子

の生き方」を選び取るということであるが，我々

が少数派であることは間違いないようだ。

私は普及にはそんなに多くを期待していない。

｢もうひとつの生き方」を普及できても，最高４０

％だと思う。今回訪ねたインカムさんのところが

いい例だ。彼が自分でやり，その成果を見せても

他の人たちは同じようにやらない。他の人たちは
ぜいたく

もっと賛沢を求め，新しい価値観や文化を選ぶ。

だから，私はパーセンテージには興味がない。少

しずつ増やし努力していくことで満足だ。

●これからのＪＶＣの役割についてアドバイスを

まず，インターナショナルＮＧＯとして，国と国

を結ぶ役割がある。そして二つ目には，ローカル

ＮＧＯとして，ブリラム，チャイヤプーン，バンコク

のスラムでの活動をもっと充実させてよき例とす

る。ローカルＮＧＯとしての活動を充実しないと，

もう一つの役割が弱くなる。ローカルＮＧＯとして

地元でのネットワーク作りも大切である。

開発の仕事には二つの部分がある。一つはしっ

かりしたプログラムによって地域に根ざして活動

すること，もう一つはキャンペーンなどを行い政

治的，社会的運動を育てていくこと。二つとも重

要であり，一つだけしていても効果は少ない。同

時に二つのことを行っていかなければならない。

ＪＶＣはインターナショナルとローカルな部分の

両方を持っているのだから，それを最大限に利用

すべきである。

印象に残ったことをもう一つあげると，今回は

会議で討・議するだけではなく，サラワクに人を送

るなどその後につなげる行動があった。会議でし

ゃべるだけでは不十分。行動につなげるのはいい

ことだ。

最後に，日本は世界の中で経済，政治において

影響力のある国である。発展の過程でどんな問題

が起こったのか，それをどう乗り越えてきたのか

というような経験を，日本を追う国々（タイなど）

に伝えることができる。もちろん，伝えたあと，

他の国々がどういった発展の道を選ぶかは国によ

るが。

－１７－ Trial＆ErrorＮｏ．１１１



会議が終わって

谷山博史：農民会議では，チャイヤプーンの植林事

業の対外的な紹介があり，これは，ＪＶＣのスタッフ

および農民にとって効果があった。彼らの活動は孤

独ではなく，成果は広く外でも問われていることを

自覚するのに役立った。

タイのＮＧＯとの関係が深まった。今後，共通の

問題を見すえ，解決に向けて連絡会議を組織するな

ど具体的な行動を積み重ねて，次回の農民会議へと

つなげたい。ＪＶＣタイの方向づけにも役だった。

ラオスの農民にとって，「俺たちもやっている」

という自信がつく貴重な経験が得られた。

カンボジアの役人は会議の最初と終わりではずい

ぶん印象が違い，だんだんよくなった。これまで，

カンボジアではＪＶＣは農業省と関係がなかったが；

農民会議を一緒にやり，活動を広げやすくなった。

マレーシアの人たちは，森林伐採による生活破壊

という緊急な問題を抱えているにもかかわらず，い

まひとつ自分のこととして捉えられていなかった。

束村康文：僕自身の準備不足を痛感した。環境破

壊の実態を，表，グラフなど視覚的なデータにまと

めておき，臨機応変に表示できればよかった。

久保早恵：カンボジアから農業省の人が参加したの

はよかった。彼らは見学地だけではなく，タイのは

げ山の景色にショックを受けていた。知りたがって

いたユーカリの知識も得たようだ。

岩崎駿介：今後の課題として，農民会議で得たもの

をどう伝えていくか。チャイヤプーンの植林。環境

回復事業を５年，１０年かけてどう具体化するか，マ

レーシアにパイ村長などを送ることを決めたが，す

でに伝統的な価値観の破壊がすさまじいマレーシア

に，タイの経験をどういかせるか，などがある。

国家維持のため，都市は森林など農村の資源を売

り，換金作物を売って財源として使ってきたが底を

ついた。環境を破壊しない農業を推進する人たちは

農業人口の２％のみだ。農村での肉体労働より都市”

で生きる方が簡単だととらえられている。この傾向

がもっと広がる可能』性があるのかどうか。追いつめ

られたタイはラオス，ビルマ，カンボジアへと資源

の供給地を拡大し，環境破壊を広げる。我々に何が

できるのか。

JATAN(熱帯林行動ネットワーク）の黒田くんは

一貫してシステムを批判しているが，現代のシステ

ムを解明し，その鍵になるもの，コンピューターシ

ステムでいえばＭＳ－ＤＯＳにあたるものを見つける，

あるいは作る必要がある。

岩崎美佐子：システムを変えれば社会も変わるとい

うのが黒田さんの方法。構成員である個人が変われ

ば，システムも変わるので底辺から変えようという
､小

のがJVCの方法。ＪＶＣの場合，プロジェクトの実施

・成功があって，はじめて主張が説得性のあるもの

となる。

今回痛感したのは，タイ人たちがマレーシアの問

題を知らず，自分に引きつけて考えられないこと。

タイ・マレーシア間の木材取引の実態など，もっと

両国の関係がわかる情報を用意しておけばよかった。

久保：先進国は破壊しつくして後'侮している。もっ

とそれを主張してもいいのではないか。

駿介：「システムの中心に近づくと他を収奪するよ

うになる。それはやめなさい」とは言えない。こう

なるとまずいという歴史的教訓より，今彼らが抱え

ている問題のなかでどうするかをともに考えること

が大切だ。

谷山：ラオス，カンボジアは周辺にあるからこそ，

問題を解決する方法として複合経営農業などの必然

性が高く，これらの国はオールタナティブな可能性

があると考えられないか。

駿介：そうは思えない。ラオスもメコン川に橋がか

かればすべて崩れるだろう。コンケンのトンディー

さんは，村は昔は豊かだったと言っていたけれど，

いまでは骨だけだ。完全に破壊されたところで，自

分はいったい何なのか考えたのではないか。生きる

ことの捉え方を変えることからではなくては変わら

ない。徹底的に破壊されていないラオスにこれを普

及するには，鍵を見つけないと，人に伝えられない。

美佐子：そこにＮＧＯの役割があるのではないか。

久保：やり方を伝えたらいい。

駿介：社会的，相対的な意味を説かなければ，我々

の運動を続けられない。

美佐子：まず，植林プロジェクトを推進し，成果が

表れたところで農民会議第二段を開催し，条件が整

えば必要性の高いカンボジアで環境事業を開きたい。

秋にはマレーシアに人を送り，タイ農村の農業の試

みの本の訳をできるだけ早く完成させて出版したい。

Trial＆ErrorＮｏ．１１１ －１８－
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植林プロジェクトＱ＆Ａ

ｊｉＶＣがめざす豊かなタイの森

■このプロジェクトが生まれるきっかけは

□ＪＶＣは1987年からタイ，ブリラム県で農村開発プ

ロジェクトをはじめた。水田地帯において，土地を

疲弊させず，農民がいつのまにか食糧ではなく，単

一作物を栽培していたという落し穴に落ちないよう

な農業を広めてきた。

この複合経営農業（IntegratedFarming）は数十

年にわたってこれを推進してきたクワ先生，ユー氏

という人たちがいる。この農法を村全体に普及し，

周辺の村にもネットワークを作って広げているサク

ーン村というお手本もある。さらに，ネット（ＮＥＴ，

タイのNGO)という農民に複合経営農業を総合的に

理解させるトレーニングセンターもある。

一方，山岳部においては，この20年，急速に森林

がなくなってきた。森林破壊を食い止め，森林を再

生する森林農業（Agro-forestry）の試みも，ウィ

ブン村長などぽつぽつとはあるが，数においても面

積においてもたいへん少ない。ネットのような，ト

レーニングセンターの役割を果たせる施設もない。

ではＪＶＣで作ろうではないかというのが，山岳部で

もプロジェクトをはじめたきっかけだった。
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プーンに長く住んでおり，農民相手の仕事をしてい

たので，そのルートでコメンさんが1988年頃から少

しずつ農民たちとのネットワークを作ってきた。

第二にここが水源地であること。ペチャブーン山

脈上に位置するこの地域は，かつては湿潤で豊かな

常緑熱帯林を形成していた。そのため，いまだにそ

の頃の遺産である地下水が小川となって，いたると

ころに流れている。しかし，森林がなくなった今，

山は保水力を失って小川の水量は減り，流れ込んだ

表土に埋まって枯れつつある。また，換金作物であ

るトウモロコシ，綿は農薬を多用するので，下流の

水質汚染も著しい。そのため，この地域に森林を再

生しなくてはならないと考えた。

第三にチャイヤプーンを中心にしたのは，まだま

だ山頂には少しは森林が残っている山もあるからだ。

この残った森林のすぐ下に植林すれば，植林地にも

野生種が自然に広がってきて，もとの植生を回復で

きる可能性が高い。しかし，ペチャブーン北部のよ

うに，見渡す限りはげ山で，換金作物の栽培を長年

続けている地域では，再生はより困難だ。一番困難

なところを選んで悪戦苦闘するより，やりやすいと

ころから素直に広げる方がいいと思った。もっとも，

チャイヤプーンを見ても，ほとんどの人々は絶望に

かられるが。

■チャイヤプーンをプロジェクト地として選んだ理

由は

口森林農業センターはチャイヤプーン県パクディチ

ュンポン郡ワンヤイ村に建設したが，活動はチャイ

ヤプーン，ペチャブーン，ピサヌロークの３県で行

っている。タイはいたるところがはげ山だから，ど

こを選んでもおかしくないが，この地域を選んだの

にはいくつかの理由がある。

第一に土地に馴染みがあったこと。中心になって

プロジェクトを推進しているコメンさんをはじめ，

コメンさんの15年来の友だちで，昨年からＪＶＣに参

加したカセムサンさん，プラシットさんの２人もピ

サヌローク出身である。カセムサンさんがチャイヤ
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豊かなタイの森
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■こんなにはげ山になるまで，彼らはなぜ植林をし

なかったのか

□｢日本人は災害の恐さを知っていたので植林をし

た」と言いたいのかもしれないけど，それはいささ

か誤った認識だと思う。日本は国土の75％が森だと

いっても，ほとんどの森は営林，材木用の森だ。人

から見れば緑豊かに見える森も，他の生物たちから

見ればちっとも豊かな森ではない。その証拠にあち

こちで猿，熊，鹿などが森に住めなくなって里に出

てきている。野生の植物も死に絶えている。根が浅

い針葉樹ばかり植えているので保水力もないし，葉

も多くないので土も豊かでない。本当に森を守る民

族だというなら，本来そうであったように，多様な

生物が共存できる森を作ったはずだ。ましてやゴル

フ場やスキー場を作るのも考えるはずだ。日本の森

は営利で植林され，今では外国の木を切る方が安い

からという営利で見捨てられている。

つまり，日本の森はタイのはげ山と大差ない。タ

イではトウモロコシを４カ月で収穫するけれど，日

本では杉を50年で収穫する。両方とも換金作物だ。

タイにも，チーク，ユーカリなど，営林目的の植林

はたくさん見られる。

■時間がかかりそう。外部の人たちを動員しても，

■ＪＶＣのめざす植林とその方法は

口多様な種が共生する森，そしてその森から果物，

薬草，食糧，薪炭材などいろいろな幸が得られる森

を，その土地に住む人たち自身が作ること。森を再

生し，自然と共に生きることがとるべき道であるこ

とに気がついている人，あるいは気がつく可能性の

ある人を見つけ，彼らを励まして森林農業を確立し，

森林農業で生きていけるだけではなく，より充実し

た生活ができることを実証し，後に続く人たちを増

やすことによって森を広げる。

因のひとつである。

■豊かな熱帯林はなぜ消失したのか

口原因は国家開発政策にあったと考えられる。工業

化に必要な資本を形成するため，まず，多様な要素

の混在する森の中で「木材」だけが注目され，切ら

れた。次に輸出用換金作物の栽培のための耕地拡大

が奨励され，残った森が焼き払われて，農民が次々

と入植した。また，島国の日本と事'情が違い，他の

国々と国境を接する国では，とくに近隣諸国とイデ

オロギーが違った場合，深い森は疑わしい人たちの

隠れ家になるとして歓迎されず，戦略的に森の開墾

が進められることも多い。

チャイヤプーンでは約20年前に伐採会社が入り，

大木を伐採した。そのあと，伐採道路を伝って，さ

まざまな地域から農民が入植した｡入植者はヤーン閥

の木の樹脂を集めて生計をたてていたが，二度目の

伐採が入り，ほとんどの木が切られてしまうと樹脂

を集めることはできなくなり，焼き払って畑にして

トウモロコシを植えるようになった。

タイでは，かつてトウモロコシを豚の飼料用にほ

とんど日本へ輸出していた。輸送方法がさらに完備

した現在では，トウモロコシを飼料に育てた豚や鶏

を屠殺し，肉の状態にして輸出している。チーク材

などもコタツのやぐらなどに使用されてきたし，日

本向け換金作物の栽培，エビの養殖，日本人向けの

ゴルフ場などリゾート開発も，森林破壊の主要な原

懲評:;･錨『,蕊綴蕊§騨史鞄.蝿
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見渡すかぎりはげ山が続く

一気に植林した方がいいのでは

口植林することは簡単にできる。しかし，誰の土地

に植林し，誰が管理し，誰の利益になるのかを考え

なくてはならない。もし，農民の土地を取り上げて

植林し，しかも植林が農民の利益にならないとした

ら，農民はひそかにその土地を取り返すチャンスを

狙うだろう。チャンスは，山火事などの形で訪れる

かもしれない。これでは植林と破壊がいたちごっこ

のように繰り返されるだけだ。成功する方法はただ

ひとつ，その地域の人たちが森を守りたいと心から

願うときのみ守られる。

日本では植林の認識が遅れている，あるいは偏っ

ていると思われるが，タイにおいては，共同体植林

(CommunityForestry)，社会植林(SocialForest‐

ry）などの論議が盛んで，ＮＧＯのみでなく，政府

にも地域の人たちの参加なくして森林は再生できな

いという，共通の認識がすでに成立している。あと

は，村に住み込んで農民と共に活動するＪＶＣのスタ

ッフのような，農民に意味を説き，励ます人たち，

共同体組織者（CommunityOrganizer)をいかに見

つけるのか，育成するのかということだが，これが

実は一番難しい。

■どんな人がＮＧＯスタッフとして植林農業，複合経

営農業などを推進していくのにふさわしいのか

□まず，鍬の握り方も知らず，口先だけ雄弁では農

民は信用しない。動植物に愛'情を持ち，水，土など

についても知っている人。伝統的な農的生き方を踏

まえた上で，農業問題に関心を持ち，世界的な視野

で構造的にとらえられる人。自分がリーダーとなら

ず，農民を励まし農民の中にできるだけたくさんの

リーダーを育成することができる人。知識を与える

のではなく，農民のもっている知恵を引き出すこと

のできる人。ＮＧＯ，僧侶などとのネットワークを作

り，それを使って農民の視野を広められる人。

植林をし，森の再生をめざす
燭

顎

■ＪＶＣにはそのようなスタッフが集まっているのか

□かなり優秀な人がいる。しかし，一人ですべてを

兼ね備えている人をさがすことは難しい。農村にい

たがる人は対外的なことは苦手，対外的に動こうと

すると一カ所に長くいることができないので,･農民

との関係が希薄になりがちだ。実際には得手不得手

があるので分業している。適材適所ということもあ

るが，本当は一人で双方を兼ね備えていることが望

ましい。

いい人さえ見つかれば，ラオスにもカンボジアに

もプロジェクトの必要性はあるのだが。

■プロジェクトがはじまってそろそろ１年になる。

農民の中から核になる人は出現したか

口活動地を広く設定したのは，広域の方がひとつの

村から見つけるより，元気な人たちを見つけやすい

ということがあった。現に，森林を焼き払わないで

残して来て，もっと広げようとしている農民，積極

的に複合経営農業に取り組んでいる農民，村の森林

を守り，広げようとするお坊さんなど各地にいる元

気な人たちをＪＶＣは「発見」し，彼らを中心にグル

ープを結成するなど，活動を進めている。しかし，

理論的によく考えている農民でも，借金の返済に終

われ，出稼ぎに行くか，このまま農民としてとどま

るかという二者択一を迫られている人もいる。

■ＪＶＣのチャイヤブーンのプロジェクトの成功の可

能性は

□わからない。局地的には森を回復できる自信があ

るが，それが広がってはげ山がほとんど緑になるか

どうか，保証することはできない。自然が数千年か

けて作り上げた森がたった20年で消滅した。日本人

も含めて，人間全体がどう生きるか問い直す時期に

きていると思う。

－２１－ Trial＆ErrorＮｏ．１１１



導翼で鼠る

環境プロジェクト

環境プロジェクトでは農民を組織し，グループで

植物性農薬の材料集めや生産した野菜の出荷など

を行っている。また丸裸になった山に早生樹を植え

て土壌流出を防止するるとともに，木々の間に野菜

を植える。

▲農薬に使うナンバンサイカチを採集する－①

耀謬耀識灘
憩

震

灘

鴬

瀞:

驚識 蕊鱗

蕊蕊簿
▲摘んだ葉をすりつぶす－③

Trial＆ＥｒｒｏｒＮｏ－１１１

▲家族総出で葉をむしりとる一②

すりつぶした葉と水をレ

カメに入れると農薬が

できあがる一④

－２２－



､惑蕊爵

▲

村の人たちを集めてＪＶＣの説明をする

チームリーダーのコメン（ワンヤイ村保育園）

蕊！

ｑマーケッティングを担当するカセムサン(上)と

農業技術者のプラシット(下）

ト去凸

1頓至

鷺垂

ａ

娘

灘 灘

▲

森林農業を始めて２～３年のスラポンさんの畑

後ろの山にはほとんど木がない

▲

自然農法をしているプラッサートさんの苗床
果樹が多い

▲

５～６年もすると木々がうっそうとしてくる

－２３－ Trial＆ErrorＮｏ．１１１
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タイの森はなぜ消えていったのか

－２４－Trial＆ErrorＮｏ．１１１

ＦＡＯ資料を参考に束村康文作成

（58.4影53%43.2%34.1%29.5％28.6％）

1万

経済開発による森林の伐採

1988年11月，タイ南部を襲った集中豪雨は広域に

大きな山津波を起こし，400人以上の人が亡くなっ

た。たくさんの盆地村が厚い土砂の下に埋まり，砂

の海の下に村があったと言われても，想像がつかな

いほどであった。山が削り取られた原因の一端が，

過剰伐採と，伐採跡地を焼き払っての単一商品作物

であるゴム栽培地の急速な拡大にあることははっき

りしていた。この事態を重く見て，タイ政府は翌年，

森林伐採の全面停止に踏み切った。

1960年代初頭，国内資本による工業化に失敗した

タイは，海外資本を導入しての輸出型工業化へ踏み

切った。1961年，「社会経済開発計画｣第１次５カ年

計画が始まったとき，開発とは，豊かな森林を伐採

して資源として有効利用し，その跡地を開墾して耕

地を増やし，そこに売れる作物を栽培することだと

信じられていた。チークをはじめとするあらゆる大

木が伐採され，商品作物として，米，砂糖キビ，ゴ

ムに加えて，キャッサバ，トウモロコシ，ユーカリ

などの栽培が紹介され，森林は次々と耕地にかわっ

ていった。おりしも，ベトナム戦争が戦われている

なか，東側の勢力をタイ国境で食い止めようとする

目的で行われたアメリカの経済援助による舗装道路

がタイ国中に張り巡らされ，国土の末端まで市場経

済に巻き込まれていった。

トウモロコ ン
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森林を消失させた政治的要因

森林消失の原因のひとつに，他国と長い国境線を

持つタイの位置的，政治的背景がある。タイと１５００

キロメートル以上の国境線を共有しているビルマで

は，1962年の軍事クーデター以後,中立。非同盟の

社会主義の道を歩んで鎖国状態にある。また,国境

周辺では，カレン人，シャン人などがビルマ人優先

の政治を嫌って民族独立戦線を戦っており，タイ,

ビルマ間に一種の緩衝地帯を形成している。

やはり，1500キロメートルの国境線をタイと共有

するラオスは，第二次大戦後，フランスから独立を

果たしたものの，それ以降も続くフランスの介入,

ベトナム戦争によるアメリカの介入などで内乱が続

いた。1975年，カンボジア，ベトナムの解放勢力に

よる，プノンペン，サイゴンの陥落に勇気づけられ，

タイの森林面積タイの商品作物の耕地面積

キャッサバ
(タピオカ）

1960
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パテト･ラオが全土を制圧して社会主義政権を樹立

してからは，タイとの国交は断絶された。

タイと６００キロメートルの国境線を共有するカン

ボジアは，東西両陣営が角逐するなか，大国との非

同盟，タイ，ベトナムとの闘争回避という中立政策

を模索していた。1969年には経済自由化政策へ転換

したものの，ベトナム戦争の影響で内戦が激化し，

1975年，クメール・ルージュがプノンペンを制圧す

ると鎖国し，ポル・ポトによる同胞の大量殺りくが

行われた。1979年，ベトナム軍に支えられて現政権

がプノンペンを占領して以後，東西両陣営の思惑の

なか，国際社会はタイ国境に留まった反ベトナム勢

力を国として承認するという策をとり，カンボジア

本国は世界の孤児になった。

また，タイ国内では，1973年，史上初の学生蜂起

によって腐敗したタノム政権が瓦解し，学生運動の

活性化，農民運動の組織化，労働争議の頻発に特徴

づけられるく民主化の時代＞が出現した。しかし1976

年，軍事勢力は，保守的な都市新興住民の支持を背

景に武力でく民主化の時代＞に終止符を打った。そ

のため，数百人の運動家たちが弾圧を恐れて森に入

り，ある者はマラリアや戦闘で亡くなり，ある者は

投降し，ある者は1981年，政府が罪に問わないと発

表するまで，森に留まった。

このように，近隣三国と背後の大国，ベトナムと

中国が社会主義体制をとっていたため，タイは自国

の社会主義化を恐れ，ゲリラが決して潜めないよう，

深い森林を焼き払ったり，森林を開いて積極的に新

しい村を誘致したりした。

そのため，1960年に国土の53％あった森林面積は，

1988年には28％(実際は20％前後ともいわれている）

に減少した。

タイの森林面積

２ 7９

1987年の第６次社会経済開発計画５カ年計画にお

いて，はじめて森林保護への留意が盛り込まれたも

のの，干ばつの頻発，土壌の疲弊など，すでにタイ

の環境悪化は深刻な事態を迎えており，そんな矢先

に大災害が起こった。

各国の思惑がさらに森林の減少に拍車をかける

おりしも，タイとは長い間国交を断絶していた三

国は経済政策に行き詰まり，西側との関係回復を考

え始めていた。西側への開放願望は，当時のタイの首

相，チャーチャイの「東南アジア大陸を戦場から市

場へ」政策と利害が一致して，次々と国交回復がな

された。タイ政府と私企業は手に手をとってビルマ

で伐採権を手にいれ，それまで密伐採していたラオ

スからは堂々と丸太を買い，商品作物を植えさせ，

カンボジアからは現政権から材木を買うと同時に，

タイ・カンボジア国境の森林地帯に留まるポル・ポ

ト派からも材木を買っている。つまり，タイの伐採

禁止令は，近隣諸国の森林を伐採することができる

という目算があってはじめて成立したものだった。

海外に木材をあさる日本はすでに，ラオス，カン

ボジア両国から床材として松，柱材として硬木など

を輸入している。

必要な木材を買いつけ，相手に経済力をつけて，

一気に工業生産品を売りつけたいタイや，日本など

の思惑と，外貨を獲得し，国の経済発展をしたいラ

オス，カンボジアの思惑は合致したようにみえる。

しかし，ラオス，カンボジアにしてみれば，背水の

陣，しかたなく森林を伐採しているものの，植林の

ための資金も人材も不足している。さらに密伐採を

取り締まるだけの人的余裕もない。

（岩崎美佐子）

－２５－ Trial＆ErrorＮｏ．１１１
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内戦下の希望

去る５月６日，一時帰国していた山田さんととも

にエチオピアの首都アジスアベバに入った。ＪＶＣが

内戦下のエチオピアでいったい何ができるか確かめ

るためである。反政府勢力が首都の西70kｍ地点ま

で迫っているといわれ，日本大使館からは邦人への

退避勧告が出されていたもので，少なからぬ緊張感

を持って空港におりた。しかし，拍子抜けするほど

ののんびりした空気が待ち受けていた。市民の表情

も普段とほとんど変わらない。治安が悪くなり，強

盗が増えたという話は聞かない。どんなに状況が悪

化してもエチオピア人が外国人を襲うことは有り得

ない。とエチオピアの友人たちは口ぐちに断言した。

本当に誇り高い，また，びっくりするほど辛抱づよ

い人々である。米国大使館の出した時期尚早の退避

勧告が，逆にエチオピア人を動揺させたともいう。

エチオピア人がまた少し好きになった。同時に我

身を恥じた。恥ずかしいことに「内戦＝最悪の事態

＝危険で外国のＮＧＯには関わりにくい状況」という

先入観に陥っていたのである。自分で出向き，肌で

実感した事以外は簡単に信じてはいけない。何より

も，内戦というものの与えるイメージに願されては

いけない，と肝に命じた。

内戦によって最も深刻な影響を被るのは都市住民

であろう。内外からの物資の流入経路が寸断され，

食糧をはじめとする生活必要物資に困るはずである。

しかし，エチオピアの首都アジスアベバには，海外

・国内からの物資がそれなりに浸透し，人々が逃げ

こんだ人口の増加に見合う程度の物価の上昇であっ

た。もちろん都市住民が困窮していなかったわけで

はない。失業者が150万人といわれ，他の国なら暴

動が起こってもおかしくない状況の中を,親戚縁者

間の相互扶助でしのいでいるようであった。平常時

でも生活状況の厳しいエチオピアでは，外国人やマ

スコミが騒ぐ程には，ことさら内戦が問題を深刻化

させたわけではなさそうである。

さて，人口の90％以上を占める農民たちにとって，

内戦はどんな影響をあたえているのだろうか。援助

関係者たちは，干ばつ被災地に海外からの食糧が配

給できぬことを憂いてきた。もちろんそうした一面

はあるだろう。しかし一方では，中央政府からの支

Jvc事務局長林達雄

配が農村部に及ばなくなることにより『飢え』から

解放されるﾁｬﾝｽなのがもしれないのだ｡

言うまでもなく，エチオピアの人々の抱える最大

の問題は飢えである。その原因のひとつはｊ木を伐

りすぎ，土地がやせ衰えた所に，干ばつが頻繁に見

舞う生態系の問題である。もうひとつは，社会的な

問題，中央による地方への搾取の問題である。都市

住民を食べさせるために，政府は農村から収穫物の

一部を強制的に安く買い上げてきた。税金の取り立

てもまた厳しい。かつてJVCの関わってきた村では，

政府の役人がやって来ると村ぐるみで逃げ出すと言

っていた。今回訪問したエチオピア人の学者はこう

した搾取に対して，農民たちは意識的に労働を手控

え，収穫量の低下と引き換えに無言の抵抗を続けて

きたのだともいう。だとすれば，内戦によって中央

政府からの強制が弱まることは，農民たちにとって

飢えから解放される機会なのかも知れない。

それから２週間後，反政府勢力の一派がアジスア

ベバに入り，学生デモ，武力鎮圧，兵器庫爆破など

の混乱があり，１カ月間ぐらい外国人の出入国がで

きなくなった。しかし，その間も山田さんはエチオ

ピアに留まり，エチオピア人のスタッフとともに元

気に次の活動の準備を進めた。エチオピアの地元の

ＮＧＯの連中とも親しくなり，彼らの行っている農

村開発の応援もしてきた。そして，７月の初め，か

ってのプロジェクト地マーシャ村の調査を行うこと

ができた。

マーシャ村では植林地の保護や苗木作り，泉の保

護などかつてJVCが率先して行ってきたことを，小

規模ながら村人自身の手で行っていたという。内戦

により中央政府からの強制力が弱まっている間に，

農民たちの意欲が芽生えてきたと考えて良さそうで

ある。新政権に対しても，都市住民を優遇するため

に農村を搾取するような政策をとらぬよう望みたい

ものである。ＪＶＣも早ければ今年中にも活動を再開

できる可能性がでてきたので，詳細はその時点で確

かめることにしよう。

内戦，少なくとも私たちは，その表面的な姿に惑

わされず，一歩踏み込み，その背後に暮らす人々と

結んでゆきたい。

Trial＆ErrorＮｏ．１１１ －２６－
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郵政省｢国際ボランティア貯金｣からＪＶＣに6000万円

本年１月から始まったボランティア貯金の1991年

度分配分決定が，さる６月21日に行われた。第三世

界で活動するＮＧＯの事業を支援しようという全国

の郵便局を通じての呼掛けに賛同した預金者が３月

までに２１２万人となり，約11億円が集まった。今回

の配分額９億1358万円は，１０２団体の実施する１４８

事業に配分され，そのうちJVCは以下の10事業に

対し60,469,000円を受け取ることが決まった。

ボランティア貯金は，郵政省を介しているとはい

え，ＯＤＡではなく，市民からの寄付である。ＪＶＣ

ではこのお金を第三世界各地での活動にしっかりと

いかし，その成果を全国２万4000カ所の郵便局を通

じて報告していきたい。

また，３年目に入ったＯＤＡによるＮＧＯの補助金

もカンボジアとベトナムのプロジェクトに申請中で

ある。
）

ＯＤＡ補助金（申請中）

〆
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技術学校のカンボジア人スタッフ

国名

カンボジア

カンボジア

カンボジア

ベトナム

合計

プロジェクト名

職業訓練所建設事業

青少年職業訓練計画事業

僻地巡回医療診察事業

スラム学習援助事業

申請額

１０nOOOjOOO

9,950Ⅱ000

4,370,000

5画000.000

29,320.000

国

ベ
ト
ナ
ム

タ
イ
・
環
境

ラ
オ
ス

カ
ン
ボ
ジ
ア

プロジェクト名

視聴覚障害児施設支援

農民に対する巡回医療保健

スラム下水道施設建設

鍵
輯
と地域活性化のための青少

成

複合経営農業に基づく農村開発

農村での僧侶による森林回復

農民に対する植林指導

生活環境改善・保健衛生

農村における井戸掘り

国内避難民のための巡回医療

△弔 言＋ロ

使 途

ハイフォン市の視聴覚児童教育訓純センタ・-の，設備改善！

訓練機器・車両購入，人材育成・専門家派遣のための費用

農村地区での巡同医療のための，車両，医療機器購入および，

医療保健人材育成と専門家派遣のための費用

都市スラムにおける，住民を主体とした上水・Ｉ寺水設備敷設

をふくむ生活環境改善のための工事，および技術費用

農村の小学校での農業指導，青少年キャンプ，視聴覚教材な

どの購入

複合経営農業の奨励伊伝統医療の復興'婦人グループの技術

訓練セミナー開催，水牛銀行の開設，人件費，車両費

農民に対する環境保全指導を目的とする，タイ国内７カ所で

の植林用の苗木センター建設，視聴覚教材の購入

家畜銀行，スタッフのインド，フィリピン及びタイ国内での

研修費，及び種苗代

生活改善蒋及員の研修，農民の東北タイスタディーツアー.

農業ハンドブックの製作，養鶏・養豚，機繊実習費ほか

プノンペン郡の村々の池の修復・管理や，手掘りの井戸掘り

のための機材・資材・技術研修等の費用

衛生改善のためのトイレ，小規桟給水の設備，医療スタッフ

の人件費，医療機器・医薬品及び車両購入費

配分額

6,080,000

7,703,000

14,309,000

2,064,000

2,548,000

4,796,000

21631,000

4318,000

6,808,000

9,212,000

60,469,000



イラクに対する国連経済制裁の早期解除を訴えます
《1990年８月６日の国連経済制裁決議から満１年を迎えて》

●現在，イラク市民の生活は食糧，水，衛生面にお

いてすでに危機的状況にあります。コレラ，腸チフ

スなどの伝染病の蔓延と子供を中心とした栄養失調

による死が連日のように続いており，さらに猛暑を

迎えて事態は一層深刻なものとなっています。

●国連決議では，イラクに対する食糧，医薬品など

の人道的物資の供給については経済制裁項目から除

外されています。しかし，実際には各国政府の輸出

規制によって，イラクが注文しても購入できない現

実があります。さらに，経済制裁によってイラクが

外貨を獲得できる唯一の石油輸出は一部しか認めら

れず，また海外資産も未だに凍結されています。そ

のため，自力で食糧などの制裁除外品目を輪入しよ

うとしても代金が支払えない状態にあります。

現在のイラク市民はわずかな援助物資に依存する

しかない状態です。食糧の７割を海外からの輸入に

頼っていたイラクは市民の最低限度の食をまかなう

ことすらできません。このように，国連経済制裁決

議の影響によりイラク市民は依然として困難な事態

に直面させられています。

●また，発電所，電信電話局，工場，橋などの基幹

施設が多国籍軍の攻撃によって破壊されているため，

水道，下水，病院など市民生活を維持する基本的な

施設が十分に機能していません。それが市民生活を

さらに圧迫して，危機的状況を増幅しています。イ

ラク国内にはこうした施設の修復できる技術者や医

者などの人材は存在します。しかし，経済制裁によ

って修復のための部品，機材や医療器具などの購入

ができないため，自力での基幹施設の修復，人々の

治療ができない状態にあります。

●国連の経済制裁措置は，本来イラクのクウェート

からの撤退を目的としたものでした。しかし，イラ

クがクウェートから撤退して半年近くたった現在で

もなお経済制裁が解除される見通しがありません。

このような形での経済制裁の継続は，単にイラク市

民を窮状に追い込むだけであり，早急な解除が求め

られます。

●こうした状況を鑑み，私たちはあらゆる政治的立

場を乗り越えて，これ以上イラク市民に多大な被害

を出さないように以下のことをアピールします。

1．日本政府及び各国政府に対し，

国連決議に基づき，現在実質的に凍結されている食糧，医薬品などの人道的物資輸出を即刻認めること。

2．国連事務総長及び安全保障理事会理事国に対し，

経済制裁決議を軍事目的を除いて即刻解除すること。

3．世界の市民及びＮＧＯｓに対し，

経済制裁により，食糧，医薬品，飲料水に困窮するイラク市民への人道的援助活動を支援すること。

前回のイラク訪問から既に１カ月。経済制裁の枠

組の中で，我々自身も必要物資の調達に苦しんだ。

この援助の遅れによる焦りの中で，経済制裁こそが

イラク市民の苦しみの原因であることを再確認した。

その意味で経済制裁解除のためのアピールは，現

場での活動と同等の重要性を持つものと考えている。

このＴ＆Ｅが皆様の手に届く頃には，また状況が

大きく変化しているはずだ。変化が苦難からの解放

となるよう，皆さんと共に我々も活動に適進する。

引き続いてのご支援をお願いしたい。

（７月23日記ＪＶＣ湾岸寿賀一仁）
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|ＪＶＣ神奈川’

|調査・研究’

ＪＶＣプロジエクト

活動地名

原斎禾蔀１

ＪＶＣ神奈川

函

タイ

（チャイプー

，
ン
県

調査・研究

国

活動内容

渉外、事業計画，資金調達，ボランティア調整,会計，
総務，情報収集および広報等。

機関誌Ｉトライアル・アンド・エラーｊ発行。

ＪＶＣ説明会･-毎月第１月曜Ｈ午後６時～８時

毎月第２，４土曜日午後２時～４時

神奈川県企業庁の水道技術者２名をｊＶＣのイラク凋脊
チームに派遣した。

神奈川県国際交流会と共催で第三世界理解誹座を開催
した。

夏のエチオピア支援バザーの準備を進めている。

●定住難民プロジェクト

６月７Ｈ，横浜市内の精神障害者地域作業所，あかね
.'二房の人たちとｉラオス・ベトナム料理の会_lを行っ

た。

６ﾉ｣x5R，相模原南文化センター，６月22日，インド
シナ難民の明Ｆ１を考える会年次総会にて，岡村がイン

ドシナ難民の背景と現状について報告をした。

●植林

農民が作った苗も，ＪＶＣが陥った苗もすべて植えた

が苗が足りない。陸稲の植えつけは順調に進んでい
る。

●国際会議（５月２～１０日＞
７カ国73人の参加者があり，盛会のうち終了。それ

ぞれが問題意識を持ち帰った。

･東南アジアの森林破壊と換金作物についての研究

･人間居住キーワード辞典の作成

今年３月から毎月イラクにスタッフを送り，現状を調
脊している。５月にはイラク北部のアルビル，スレイ
マニアのクルド人居住区に26.2tの食糧を送った。

６月には，医師をバスラ．バグダッドに派遣し、医薬
品援助をするとともに医療状況を調査した。また，神
奈川県の協力により水道技術者２名をバグダッド，へ

ラ、ナジャフヘ派遣し，水道施設を調査した。

担昌１１者

岩崎駿介（代表）

林遠雄（lIj:務局長）

熊岡路矢．星野呂.子，

前ﾉl:昌代，IIIlI誠史，
鈴木由子．今泉恵，

常安光夢，富安庸太郎，
柴円久寿子，小野豪大，
高梨頂樹，赤阪むつみ

清水俊弘

岡村.達司，他約60人

岩崎美佐子，Komaln

Soongsumalaya･
KasemsanSriwatana，

ChukiatKatchama.、

ttya，エコrasitlngo，
ＣｈａｌａｅｍＫａｃｗｃｈｏｈｏ

束村康文

柴田久史，船川秀夫，
寿賀一ｲニ

支援剛体

全国社会福祉脇

会

ジ』アパン・タイ

ムス．神奈川県
福祉部，禅林寺

龍華会騒金，ケ

ァハウスさくら

苑，明るい社会

づくり連動神奈

Ⅱ:県協議会

庭野平和財・団．

Ｈ本住宅協会，

ＹＯＫＲ

ジャス電

ＦＡＳＩＤ

同．'弓庁

全日本可治団体

労働組合（向治

労)，神奈１１.県
800万県民によ

る湾岸戦争被災

民等への支援募

金，テレジア会．

愛知教育大附属

''１学校イラク救

援基金，神奈川

無所属議員会議
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活動地名

東ゴジャム州

ビチニナ

ショヮ州

ゴディノ

ダロチャ

アシスァベノ､

エチオピア

重トテZrl

ホーチミ

ハイフォ

市
市
ン
ン

プノンペン市

カンダ･-ル県

バンティミェン

チェイ県

カンボジア

活 動内容

●国内避難民郷里送還プログラムの支援

内戦のためにアジスヘ避難してきた農民．および村
から強制的に徴兵された旧政府軍兵士の郷里への送
還プ唖グラムへ，5000ブルの支援をく〕ＲＤＡを通じ
て行った。

●現地ＮＧＯへの支援

ＦＳＯ〈FamilyServiceOrganization）というエ
チオピアのＮＧＯとの協力体制をつくるための調査
を行い，スタッフの相互研修，アジアとの情報交換
を主体とした支援を進めることを決めるとともに，
ＦＳＯの水開発プログラムの資材の輸送を行った。

●ビチェナヘの調査

内戦のた酌に一時撤退をしていたビチーナヘ入り，
事務処理と状況確認を行う。青ナイル沿いの低地は，
今年も雨が降らず，蒔かれたソルガム，メイズの収
穫は見込めない状況にある。
●今後の活動

ピチェナと同様の調査をマーシャでも行い，その後，

プロジェクト地．内容を決定する。

●地域総合復興(南部）

ひきつづき第８区・ビンチャン郡において，障害を

もつ子どもたちの訓練校，エビ冷凍工場で働く了ど
もたちのための夜間補習・識字学級,病院/産院，
職業訓練施設などへの設備改善支援を行っている。

ヒーボンスクールにミニパスが到着，フォンフー小

中学校５教室の改築が完了した。
●帰還難民のための職業訓練(北部）
自動車のクラスは９月開講をめざして．ワークショ

ソプの建設，機材の脳入等を進めている。

●サンタピエップ技術学校/ワークショップ

日本からもってきた自動車整備の教科書のカンボジ
ア語訳が進んでいる。上巻をバンコクで印刷・製本
して第P[1期コースの開始に備える。第四期は91年９

月より開始。学科・実技の両方の訓練を受ける/に徒
を25人．学科のみの受講生を15～20人を募集する。

●母子保健

カンダール県内７郡及び県都の村々の助産婦・伝統
産婆の技術向上訓練を続けている。妊婦検診により，
出産時に異常が予想される妊婦を早期に発見できる
ようにするための訓練である。

プノンペン郡で合計12カ所の村の診療所を改築する。
既に４カ所で着工し，その内１カ所で完成した。
●井戸・ため池作り

プノンペン郡で川や湖が近くになく深井戸も掘られ
ていない村を選び，村人の手による浅井戸やため池

作りを助ける。古い浅井戸でセメンi､リングが壊れ
たり，穴が石などで埋まってしまったり水位が下が
って水が個れてしまったりしたものを修復する。
また，家畜の進入を防ぐための柵がなかったり，池
の水をきれいに保つための手入れができていないた

め池を使えるようにする。占い浅井戸やため池もな
い村では，新たに掘る。
●国内避難民への緊急援助

カンボジア北西部パンティミエンチェイ県シソポン
郡に戦火を逃れて避難している人々が稲作ができる
よう助ける。６月に40ｈａ分の浮き稲の種まきに必
要な費用を援助した。

担当者

山田盛，Solomon，

Shikur，Ali，Yodit，

Tekleyohannes，
Burahane，Ａｍｕｄｕ，

Gabreamruk，Baiye

熊岡路矢，中野周二，
稲見圭，稲見由美子
久保英之，久保早恵
<南〕・

ＤｉｎｈＫｈａＣＭｉｅｎ

ＣａｉＢｉｃｈＴｈｕａｎ

ＬｅＴｈａｎｈＨａｉ

〔北〕

ハイフォン市労働局

古西房，馬清，
本橋栄，竹井潤子，
飯島かんな，鈴木琴子

~現地の実施機関」

自動車輸送公社(運輸省）

母子保健局(保健省）
カンダール県保健委員会
プノンペン群保健事務所
パンティミエンチェイ県

国内避難民委員会（農業

省）

支援団体

Ｃ到りＡ，ＷＦＰ，

犬養道子・みど

り一本運動，モ
ラロジーＭＩＲＣ，

立正佼成会，西
本願寺，東京グ
リーンウォーク，

メサイヤコンサ

.‐ト．エチオピ

ア支援バザー，

ほか

(南）

庭野平和財団

立正佼成会

メサイアコンサ

一卜

(北）

ＵＮＨＣＲ

創価学会青年平
和会議，モラロ
ジーＭＩＲＣ，立

正佼成会，日産
労連，西本願寺
高岡寺族青年会
毎口新聞大阪社
会事業団，浄土

宗東京教区青年
会，国際保健協
力市民の会(ＳＨ

ＡＲＥ)，四日市
商業高校,ＪＶＣ

カレンダー，カ

リタス・ジャパ

ン，真如苑，メ
サイアコンサー
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活動地名

函

エ
エ
‐

ビ
ビ
ボ

ンチャン市

ンチャン県

リー・・カム

サイ県
カンムアン県

国

バンコク

カオイダン

（カンボジア

難民キャンプ）

パナニコム

(第三国定住待ち

キャンプ）

ブリラム県

活 動内容

●生活改善普及員養成プロジェクト

保健衛生，農業，教育など生活全般の改善に携わる
女性の生活改袴普及員を養成すると同時に，普及員
の地域開発活動を支援している。

・４月２２～２６日，第Ⅱ期生向けレヴューミーティ
ングをカンムアン県母チセンターーで実施した。今
後，普及員達には継続的な教育の機会が必要であ
ろう。

・４月１～６日及び５月21～25日，各々ボーリーカ

ムサイ県，ビエンチャン市にて，トイレ作り講習

会を実施した。参加者達は楽しく実習を終えたよ
うだった。今後，この参加者が講師になって村に
広めていくことが期待される。

・５月27～28日，ボーリーカムサイ県にて，養鶏．
養豚講習会を実施した。参加者達もかなり熱心に
受講していた。

･１１月初旬に予定している伝統織物展示会に関して
は，既に主要産地での聞き取り調査やビデオ収録
を開始しており，その資金提供を行なっている。

①総務，会計，資金調達

②各機関(国連，タイ政府，Ｒ本大使館，各国民間援
助団体)及び東京事務所，ラオス・カンボジア・ベト
ナムを含む，各プロジェクトとの連絡調整
③情報収集，広報活動，④在タイ日本人との連絡調整

・パンニゴク代表のポンピモンとカオイダンのソムョ
ソトがＪＶＣの総会に出席した。

③奨学金プロジェクト

家庭訪問，学校訪問を行い，小学生70名，中学生1７

名に奨学金を支給した。

●クロントイ図書館

図書館前の開き地に運動場を作っている。

●西崎憲司記念技術学校

かじ屋及び大工コースで作られる農具類を，カオイ

ダン内の他団体(ＹＷＡＭ)の農業プログラムに活用
さ-せている。

・６月18～19日，日本政府調査団が日本行き希望者の

面接を行った。

●日本語学校

ラオス生徒10家族31名が６月５日日本に出発した。

出発前，彼らを対象にフライトオリエンテーション，
及び女性のための生活オリエンテーションを実施。
また，今後も授業を続ける生徒たちのクラスの再編
成も行った!，なお，出発した31名は，現在姫路定住

促進センター-に滞在している。

●農村開発

今年から新しく対象に加わった村の村人が，複合経

営農業の見学を行った。

担当者

磯田厚子，北詰秋乃，

ThanongsiSolankum
MaliphetSukkhasume
(ラオス女性同盟）
ＫｈａｍｏｎｅＰｈｅｔｄａｏ－

ｈｅｕａｎ，Ｋｈａｍｐｏｎｅ

Ｓａｉｇｎａｖｏｎｇ

PornpimolChaiboon，

ＫａｍｏｌＭｉｎｇｍｕａｎｇ，
ManasTorl砲、

SuntareeLawsuwan，

池島千津子，主婦ボラン

ティア15名

SamruayJongyork-．

lang

SomyotRattanatham

SutthiNetprakhon，

井本勝幸，井本美奈

竹村雅義，閲牟田浩美，

鈴木彰子，木山早織，

大槻和弘，Chowarite，

Duangprom

ThongkhamSumru.．

eｎｇｒａｍ

支援団体

ＵＮＤＰ，

ＵＮＩＦＥＭ，

ＲＩＪ，ＫＶＣ，

聖ヨゼフ老人ホ

ーム，難民と地
球の緑を考える
会，グループ．

カンガルー，ジ

ャパン・タイム

ズ，メサイアコ

ンサーート，ＪＶＣ

カレンダー

全国社会福祉協

議会
メサイアコンサ

ーート

Ｔｒｅｅｆｏｒｌｉｆｅ

の会，雄勝町町
内寺院会，国際
ソロプチミスト

駿河，からし頑

モラロジーＭⅡｌＣ，

国際ソロプチミ

スト山形，山形

中央ライオンズ

クラブ，太田慈

光会

ＵＮＨＣＲ，

ＳＶ(StiChting

Vluchteling）
山形日産，日産

労連

IＯＭ

モラロジーＭＩＲＣ，

ＪＯＦＩＣ，ＪＶＣ

カレンダ．・・



犬養道子・「みどり一本」募金

東京0-212497（６月小計182名1,222,135円）
犬養道子さんの御厚意により，ＪＶＣに上記の口座を設け

ました。この募金はエチオピアの植林プロジェクトに使

われます。

Trial＆ErTor(試行錯誤トライアル。アンド・エラー）第111号

発行日1991年７月20日発行（毎月20日発行）通巻111号

1982年８月16日第三種郵便物認可

編集後記

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ・アフリカ難民募金（６月小計98,700円）

アフリカの難民。飢餓民への救援プロジェクトに使われま

す。

Ｂ・グリーン・フォー・アフリカ募金（６月小計97,820円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ、カンボジア募金（６月小計18,700円）

カンボジア国内の復興のために使われます。

Ｄ，タイ募金(奨学金・スラム・農村）（６月小計165,700円）

タイの人々の生活向上のために使われます。

Ｅ・ラオス募金（６月小計291,465円）

ラオスの生活改善プログラムに使われます。

Ｆ・ベトナム募金（６月小計48,200円）

ベトナム帰還者及び国内復興のプログラムに使われます。

Ｇ・定住難民募金（６月小計15,700円）

定住難民のための日本語教材費と家庭訪問員の交通費に使

われます。

Ｈ・環境募金（６月小計22,700円）

タイ山間部で，環境を守るためのプログラムに使われます。

1．ＪＶＣ運営経費募金（６月小計500,200円）

現場を支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われ

ます。

しＪＶＣとは一JapanlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは，活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないます。

傍ＪＶＣの会員募集について一会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報。資料の入手，各種の

活動・報告会・上映会。学習会等へ参加することができま

す。会員の種別と年会費は以下の通りです。また会費には

機関誌の購読料が含まれています。

･正会員(団輝;M:::学生会．…
し機関誌「Trial＆Error』のみの購読について

、毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京５－４８３６５加入者名一ＪＶＣ会員係

②Ｔ/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい）

J・無指定募金（６月小計675,106円）

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京9-27495(募金種目名をご記入下さい）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

－３２－

1991年７月20日発行（毎月２０日発行）

編集人。岩崎美佐子，前川昌代
発行人林達雄

発行所日本国際ボランティアセンター(ＪＶＣ）東京事務所

〒113東京都文京区湯島３－１－４会田ビル５階

衝0３（3834）２３８８ＦＡＸ：０３(3835）O519

Telex：7604025ＪＶＣＨＱＵＣ

神奈川事務所〒231横浜市中区山下町２産業貿易セン

タービル９Ｆ（財)神奈川県国際交流協会内

衝045（671）７０８２

印刷所㈱ベスト・プリンティング

＊本誌の記事･写真等の無断転載・複写を禁じます。

し「この人をあの人に会わせたい！」そんな思いが農民会

議「農業と環境」で実現した。マレーシアで魚のように潜

っていたあの人，ラオスで鉄砲を担いで飛ぶように歩いて

いたこの人。この人の元気はあの人にあげ，あの人の元気

はほかの人たちにあげた。みんなありがとう。またどこか

で集まりましょう。（み）

伊110号の編集後記の募金総額に誤植がありました。

訂正してお詑びいたします。

23,834,422円→83,834,422円

Ｔｒｉａｌ＆ErrorＮｏ．１１１ 定価送料共300円

Trial＆Errorは再生紙を使用しています
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